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1.なぜ集団発生時の対応が必要？

•集団生活の中では感染症がまん延（拡大）
しやすい
•保育園、高齢者施設、医療機関などは、感
染症で重症化しやすい対象の集団なので、
特に注意が必要
•施設管理者が適切な対応を理解し、職員に
実施させなければ、感染症はまん延してし
まう



探知：施設から保健所への報告
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2.施設における報告の基準 令和5年9月29日修正

➊ 同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると
疑われる死亡者又は重篤患者が１週間内に２名以上発生した
場合

➋ 同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われ
る者が10名以上又は全利用者の２割以上発生した場合

※人数は累計でカウント

➌ ①及び②に該当しない場合であっても、通常の発生動向
を上回る感染症等の発生が疑われ、特に施設長が報告を必要
と認めた場合
➍ 「感染症法に定める感染症（一類～三類）及び麻しん・
風しん」については、1人でも発生及びその疑いのある場合
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3.感染症集団発生時の報告

報告基準に該当した場合、迅速に報告をお願いします。
新型コロナウイルス感染症とその他の感染症で取り扱いが変わる。
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神奈川区ホームページ
をご確認ください

■検索ワードで探す
「神奈川区」「感染症報告」

■神奈川区のHPから探す

健康・医療・福祉＞健康・医療＞
予防接種・感染症＞



拡大状況のモニタリングが
必要になるため、
報告書を用いて、終息が確認できるまで
毎日提出していただきます。

［注意] 提出先
第一報：こども家庭支援課 保育・教育担当
以降日々の報告：福祉保健課 健康づくり係

感染症集団発生時の報告
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報告書の記載例（１）

※

【欠席数】今回報告した病気に関わらず、欠席した人数
【患者数】今回報告した病気に感染した人数（出席・欠席問わず）
     初報は今までの発症者全員の数、２報目以降は前回の報告以降の新規発症者 7

感染症等発生報告書 初 ・再 第 号

・第１報は初に〇
・翌日は再に〇をし、
第２号と記入する

この報告の
初発者の発症日



報告書の記載例（２）

【施設で行っている対応等を記入】
・保護者宛て注意喚起の状況（お便り、HP掲載、掲示板など）
・体調不良者の受診勧奨
・登園基準の再度周知 など
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報告書の記載例（３）
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発症経過表 2023/4/5 施設名： 感染症・疾患：

※最初の日付の

4月5日 4月6日 4月7日 4月8日 4月9日 4月10日 4月11日 4月12日 4月13日 4月14日

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

登園状況

嘔吐

下痢

腹痛

その他（発熱等）

登園状況

嘔吐

下痢

腹痛

その他（発熱等）

登園状況

嘔吐

下痢

腹痛

その他（発熱等）

登園状況

嘔吐

下痢

腹痛

その他（発熱等）

初発患者
発生日

年齢男女

ウイルス性胃腸炎集団発生疑い

備考No お名前 学級 フロア
受診状況

診断名等
症状

1

2

3

4

・胃腸炎症状の報告の際は、報告書と
一緒に提出する（福祉保健課のみ）
・発症順に記入する
・毎日の報告と一緒に提出
・区が終息の判断をするまでは提出

【ラインリスト】



4.報告についての福祉保健センターからのお願い

報告は昼頃までにお願いします。
その後、電話またはメールでご連絡します。
感染者の状況や対策について伺います。

休庁日は次の開庁日にまとめて報告してください。
緊急事態が発生した場合は
045－411－7195（神奈川区役所 時間外窓口）へ伝言をし

てください。
折り返し連絡します。

通常の発生（発熱、嘔吐等）状況を把握しておいてください。



5.終息判断

新規発症者が○日間(※)発生していない
または
ベースライン（日常的な発生動向）に落ち着
いてきた

発生状況や病原体・感染症によって異なる
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※集団発生を起こした感染症の潜伏期間を考慮して
決定しています



６．事例の分析と考察

今回の事例を振り返り、施設内で対応マニュ
アルの見直しなど、平常時の体制整備を行い
ましょう。

・なぜ集団発生になってしまったのか
・何が終息を遅くしてしまったのか
・良かった対応は何か
・再度集団感染が起きないように今からできること
・関係各所への連絡の方法と時期は適切だったか 等
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